GRIPP2 ロングフォーム（詳細版）
患者・市民参画（PPI）報告のための詳細チェックリスト
用途：本文や詳細な報告書において、PPIのプロセスと影響を網羅的に記述するためのガイドラインです。
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	7ei：理論の展開
	PPIにおいて新たに生じた概念的・理論的発展があれば報告する。
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PPI：Patient and Public Involvement（患者・市民参画）
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